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『
訳
準
笑
話
』
の
書
誌
と
諸
本

荒　

尾　

禎　

秀

要
旨　

江
戸
期
に
刊
行
さ
れ
た
漢
文
体
の
笑
話
本
は
、
戯
作
で
は
あ
る
が
漢
語
学
習
に
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
は
そ
の
裏
付
け
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
漢
文
戯
作
の
一
本
『
訳
準
笑
話
』
が
ど
の
く
ら
い
読
ま
れ
た
も
の

で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
本
書
の
書
誌
調
査
に
よ
り
、1824

（
文
政
七
）
年
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
版
木
は

す
べ
て
同
一
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
12
回
の
刷
り
が
重
ね
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
具
体
的
に
は
版
元
や

見
返
し
な
ど
の
状
況
か
ら
、
版
を
重
ね
た
経
緯
に
は
不
審
な
点
も
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：『
訳
準
笑
話
』、
漢
文
戯
作
、『
雑
字
類
編
』

　

本
書
は
『
日
本
古
典
文
学
辞
典
』（
岩
波
書
店
一
九
八
五
）
に
「
一
冊
。
噺
本
。
津
阪
東
陽
作
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
刊
。」「
巻

頭
に
は
『
開
口
新
語
』
に
倣
い
「
初
学
文
ヲ
習
フ
物
ノ
為
ニ
聊
カ
訳
準
ノ
資
ニ
充
ツ
ル
」
意
図
が
記
さ
れ
る
。」「
新
作
も
多
少
ま
じ
る

が
、
大
方
は
安
永
小
咄
を
主
体
に
、
中
国
笑
話
や
軽
口
咄
か
ら
も
単
純
な
滑
稽
話
を
選
び
漢
訳
化
し
た
も
の
で
、
分
か
り
や
す
く
俗
語

を
注
記
す
る
な
ど
、
笑
い
の
純
度
は
高
い
。」「
一
九
八
話
を
収
め
、
漢
文
体
笑
話
本
の
代
表
作
と
し
て
、
文
政
九
年
版
ほ
か
後
印
本
も

多
い
。」（
武
藤
禎
夫
執
筆
）
と
あ
る
。
つ
と
に
石
崎
又
造
『
近
世
日
本
に
於
け
る　

支
那
俗
語
文
学
史
』（
一
九
四
〇
）
の
三
二
一
及
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び
三
四
〇
頁
に
、
漢
文
体
笑
話
と
し
て
の
歴
史
的
位
置
や
作
者
、
内
容
な
ど
が
概
説
さ
れ
て
い
る
。
森
銑
三
（
一
九
九
四
）
は
「
民
間

に
伝
承
せ
ら
れ
た
、
土
臭
い
、
田
舎
趣
味
の
話
を
多
く
集
め
て
い
る
点
」
を
評
価
し
、
近
く
は
竹
内
肇
（
一
九
九
八
・
一
九
九
九
）、

荒
尾
（
二
〇
一
二
）
の
論
考
が
あ
り
、
そ
の
影
印
も
武
藤
（
一
九
七
九
）
に
よ
り
行
わ
れ
て
お
り
、
書
誌
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
諸

本
の
状
況
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い（

1
）。

　

本
稿
は
手
持
ち
の
『
訳
準
笑
話
』
を
中
心
に
、
若
干
の
図
書
館
蔵
の
諸
本
の
書
誌
を
調
査
し
た
結
果
を
ま
と
め
て
述
べ
る
も
の
で
あ

る
。
以
下
、
断
り
の
な
い
場
合
は
架
蔵
本
に
よ
る
。
そ
の
目
的
は
、
本
書
が
よ
く
流
布
し
た
こ
と
を
証
す
と
こ
ろ
に
あ
る
。
す
で
に
荒

尾
（
二
〇
〇
八
）
は
江
戸
期
和
刻
本
『
笑
府
』
三
種
の
い
ず
れ
も
が
明
治
期
に
至
る
ま
で
非
常
に
よ
く
流
布
し
た
こ
と
を
書
誌
的
な
観

点
か
ら
考
察
し
た
。
江
戸
期
の
漢
文
戯
作
の
盛
行
に
は
読
ん
で
楽
し
む
目
的
と
は
別
に
、
漢
語
語
彙
の
習
得
と
い
う
事
情
が
基
底
に
は

共
通
し
て
あ
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
。
そ
し
て
江
戸
期
の
漢
文
戯
作
の
流
行
は
明
治
期
の
漢
語
盛
行
を
可
能
に
し
た
基
盤
を
作
っ
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
予
想
す
る
。
そ
の
検
証
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
漢
文
戯
作
の
流
布
状
況
の
実
態
解
明
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

本
書
の
流
布
状
況
の
調
査
が
と
り
わ
け
有
意
義
で
あ
る
の
は
、そ
の
末
尾
に
「
初
学
作
文
須
用
書
冊
」
と
題
す
る
書
目
一
丁
が
あ
り
、

そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
書
籍
の
中
に『
雑
字
類
編
』が
あ
る
点
で
あ
る
。『
雑
字
類
編
』が
漢
文
戯
作
と
関
連
が
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

荒
尾
（
二
〇
一
二
）
で
も
見
た
よ
う
に
漢
文
戯
作
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
点
が
あ
る
。

　

先
学
が
す
で
に
述
べ
て
い
る
こ
と
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
書
誌
の
概
要
を
ま
ず
述
べ
る
。
定
説
通
り
、
文
政
七
年
の
刊
記

を
持
つ
も
の
が
初
印
本
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
文
政
七
年
の
刊
記
を
有
す
る
架
蔵
本
に
従
い
述
べ
る
。

【
作
者
】
先
に
引
く
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
で
は
、序
に
「
匏
庵
」
と
あ
る
に
よ
り
津
藤
堂
藩
儒
の
津
阪
東
陽
と
す
る
。
た
だ
し
、

序
文
に
「
余
勧
書
肆
刊
行
。」
と
あ
る
の
は
仮
託
し
た
も
の
と
い
う
理
解
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
石
崎
（
一
九
四
〇
）
は
「
作
者

に
就
い
て
は
本
板
に
は
明
記
し
て
ゐ
な
い
が
文
政
九
年
稽
古
精
舎
板
に
『
東
陽
津（
マ
マ
）先
生
著
』
と
あ
る
」
に
と
ど
め
る
。
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【
書
名
】『
国
書
総
目
録
』
な
ど
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
は
「
統
一

書
名
」
を
「
訳
準
笑
話
」
と
し
、「
別
書
名
」
を
「
訳
準
笑
話
百
則
」
と
す
る
が
、
内
題
は
「
訳
準
笑
話
百
則
」
で
あ
る
。
尾
題
は
「
訳

準
笑
話
全
」
と
あ
る
。

【
刊
年
】
序
の
末
尾
に
「
戊
寅
春
社
日
」
と
あ
る
の
で
一
八
一
八
（
文
政
元
）
年
に
成
立
、ま
た
奥
付
に
「
文
政
七
年
甲
申
正
月
発
行
」

と
あ
る
に
よ
れ
ば
刊
行
年
は
一
八
二
四
年
。

【
表
紙
】
黄
色
。
262
×
178
ミ
リ
。
単
枠
の
刷
り
題
簽
「
訳
準
笑
話　

全
」（
167
×
24
ミ
リ
）
を
付
す
。
こ
の
題
簽
は
寸
法
、
文
字
と
も
明

治
刷
本
を
含
め
同
一
で
あ
る
。

【
見
返
し
】
地
紙
（
白
色
）
に
、単
枠
有
罫
三
行
で
「﹇
初
学
習
文
階
梯
／
正
続
合
二
百
則
﹈／
訳
準
笑
話
／
陽
華
書
房
鐫
蔵
」
と
あ
る
。

こ
の
「
正
続
二
百
則
」
と
あ
る
の
は
、
本
文
の
話
柄
の
数
に
依
っ
て
い
る
が
実
際
に
は
そ
の
数
は
百
九
十
八
で
あ
る
。
蔵
版
元
の
印
や

魁
星
印
は
な
い
。

【
構
成
】
柱
題
は
全
丁
「
訳
準
笑
話
」
で
、
丁
付
け
は
「
序　

一
」
か
ら
「
序　

二
」
ま
で
、「
正
編　

一
」
か
ら
「
正
編　

二
十
」
ま

で
、「
続
増　

廿
一
」
か
ら
「
続
増　

三
十
九
」
ま
で
、「
書
目　

四
十
」
で
、
合
計
四
十
二
丁
で
あ
り
、
本
文
は
三
十
九
丁
で
あ
る
。

　

話
数
は
、
本
文
二
十
丁
裏
三
行
目
に
「
自
是
以
下
続
増
」
と
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
に
一
丁
表
の
巻
頭
部
分
を
除
く
と
百
三
話
、
そ
の
四

行
目
以
降
に
続
け
て
九
十
五
話
あ
る
。
内
題
の
「
百
則
」
と
実
際
の
話
柄
の
数
と
の
差
異
、
及
び
「
正
編
」
と
「
続
増
」
部
の
丁
付
け

が
連
続
し
て
い
る
う
え
に
両
者
の
境
目
が
丁
の
中
途
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
題
は
本
書
の
前
半
部
分
に
つ
い
て
の
書
名
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
三
十
九
丁
裏
の
跋
文
様
の
一
文
に
よ
れ
ば
、「
笑
話
百
則
」
を
も
の
し
た
の
ち
、笑
話
を
よ
く
す
る
按
摩
師
か
ら
更
に
「
百

許
則
」
を
得
た
と
あ
る
の
で
、
そ
う
で
あ
れ
ば
当
初
は
「
訳
準
笑
話
百
則
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
い
さ
さ
か
整
い
の
よ

く
な
い
書
物
と
も
言
え
る
。
本
書
の
書
名
と
し
て
内
題
の
『
訳
準
笑
話
百
則
』
を
採
り
が
た
い
の
は
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
ろ
う
。

　

本
文
は
訓
点
付
き
の
漢
文
体
笑
話
で
あ
る
が
、
単
語
な
い
し
句
の
左
に
比
較
的
多
く
の
訓
を
も
つ
。
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「
書
目
」
一
丁
「
初
学
作
文
須
用
書
冊
」
に
は
二
十
八
種
の
書
籍
を
あ
げ
る
。
そ
の
う
ち
「
右
五
種
訳
解
名
物
称
謂
者
」
と
し
て
『
名

物
六
帖
』『
雑
字
類
編
』『
学
語
編
』『
医
案
類
語
』『
文
藻
行
潦
』
を
挙
げ
る（

2
）。
こ
の
書
目
一
丁
は
明
治
期
の
も
の
（
本
稿
で
後
述

す
る
「（
12
）
東
京
版
」）
を
別
と
し
て
、
諸
本
が
こ
れ
を
有
す
る
。

【
奥
付
】
刊
記
「
文
政
七
年
甲
申
正
月
発
行
／
書
林
／
京
都　

鉛
屋
安
兵
衛
／
同　

植
村
藤
右
衛
門
／
大
阪　

柏
原
屋
清
右
衛
門
／
伊

勢
津　

山
形
屋
傳
右
衛
門
」（

3
）。

　

見
返
し
の
「
陽
華
書
房
」
が
版
元
で
、
津
の
山
形
屋
か
と
推
測
す
る
が
、
井
上
和
雄
ほ
か
（
一
九
七
〇
）『
慶
長
以
来
書
賈
集
覧
』

で
は
確
認
で
き
ず
未
詳
。

　

刊
記
の
前
部
分
に
は
刊
行
書
冊
広
告
と
し
て
「
紀
事
集
覧
／﹇
初
学
訳
準
名
文
／
三
冊
嗣
刻
﹈」
と
あ
る
。
た
だ
し
『
紀
事
集
覧
』
は
、

こ
の
書
名
で
は
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
や
「
全
国
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
全
国
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
協
議
会
）

等
に
は
見
い
だ
せ
な
い
。

　

次
に
、
流
布
の
概
要
を
述
べ
る
。

　

披
見
し
た
本
書
を
、
推
定
さ
れ
る
刊
行
順
に
排
し
て
、
以
下
に
述
べ
る
。

　

ま
ず
述
べ
て
お
く
べ
き
は
、
本
書
は
明
治
に
至
る
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
版
木
は
同
一
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
序
、
本
文
及
び

書
目
に
つ
い
て
は
部
分
的
な
埋
木
な
ど
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、こ
こ
で
い
う
刊
行
順
と
は
、正
し
く
は
刷
り
の
順
序
の
謂
い
で
あ
る
。

　

諸
本
の
異
同
と
刊
行
順
は
、
見
返
し
や
刊
記
、
全
冊
に
つ
い
て
の
文
字
の
欠
刻
や
罫
線
の
キ
レ
に
つ
い
て
の
八
十
箇
所
ほ
ど
の
調
査

を
総
合
し
て
判
断
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
刷
り
の
違
い
は
十
二
種
類
に
な
る
。
そ
れ
を
、
略
称
を
以
て
印
刷
さ
れ
た
順
序
に
記
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
1
）
文
政
七
年
陽
華
書
房
蔵
版
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『訳準笑話』の書誌と諸本

（
2
）
文
政
九
年
稽
古
精
舎
蔵
版

（
3
）
文
政
九
年
小
品
堂
蔵
版
Ａ

（
4
）
文
政
九
年
小
品
堂
蔵
版
Ｂ

（
5
）
文
政
九
年
小
品
堂
蔵
版
Ｃ

（
6
）
文
政
九
年
小
品
堂
蔵
版
Ｄ

（
7
）
篠
田
伊
十
郎
版

（
8
）
文
政
九
年
陽
華
書
房
蔵
版

（
9
）
文
政
九
年
小
品
堂
蔵
版
Ｅ

（
10
）
文
政
九
年
文
光
堂
蔵
版
Ａ

（
11
）
文
政
九
年
文
光
堂
蔵
版
Ｂ

（
12
）
東
京
版

（
1
）
文
政
七
年
陽
華
書
房
蔵
版

【
表
紙
等
】
前
記
。

【
欠
刻
・
キ
レ
】
架
蔵
本
は
文
字
の
欠
刻
や
罫
線
の
キ
レ
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
例
え
ば
、
文
字
の
一
部
の
欠
刻
に
は
、
三
丁
ウ
五
行

目
「
矣
」、十
四
丁
ウ
二
行
目
「
也
」、同
ウ
十
行
目
「
指
」、廿
九
オ
四
「
勉
彊
」
の
左
振
り
仮
名
「
シ
ン
ボ
ウ
ナ
サ
レ
」
の
「
ン
」「
ボ
」、

三
十
二
ウ
二
「
大
」
な
ど
が
あ
り
、
罫
線
の
キ
レ
に
は
、
三
オ
三
の
「
癡
」
の
左
や
十
八
ウ
二
の
「
真
」
の
左
、
廿
一
オ
七
「
椀
者
」

の
左
、
廿
三
オ
三
「
宿
」
の
左
、
三
十
三
オ
九
「
開
」
の
右
、
三
十
五
ウ
六
「
女
」
の
左
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
三
十
五
オ
右
匡
郭

の
下
か
ら
1
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
に
は
4
ミ
リ
の
キ
レ
が
、
三
十
九
ウ
の
左
匡
郭
中
ほ
ど
に
は
傷
の
よ
う
に
欠
け
て
い
る
状
態
が
み
ら
れ
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る
。
こ
の
よ
う
な
個
所
は
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。

【
考
察
】
右
の
既
存
の
欠
刻
や
キ
レ
は
、
同
じ
文
政
七
年
版
で
も
、
よ
り
先
に
刷
ら
れ
た
本
の
存
在
を
可
能
性
と
し
て
は
考
え
さ
せ
る

も
の
だ
が
、
今
は
当
初
か
ら
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
く
。

（
2
）
文
政
九
年
稽
古
精
舎
蔵
版

【
表
紙
】
黄
色
。
257
×
176
ミ
リ
。

【
見
返
し
】
地
紙
、
薄
梔
子
色
（
あ
る
い
は
地
紙
の
白
が
変
色
し
た
か
。）。
無
罫
だ
が
竜
の
よ
う
な
飾
り
模
様
に
囲
ま
れ
て
「
東
陽
津

阪
先
生
著
／﹇
習
文
／
階
梯
﹈
訳
準
笑
話
／
稽
古
精
舎
鐫
蔵
」
と
あ
る
。
蔵
版
元
の
印
は
な
い
。（
1
）
と
は
「
訳
準
笑
話
」
の
文
字
も

全
く
違
い
、
別
な
板
に
よ
る
も
の
。

【
奥
付
】
刊
記
「
文
政
九
丙
戌
正
月
発
行
／
製
本
所
／﹇
伊
勢
津
竪
町
／
山
形
屋
傳
右
衛
門
﹈。
こ
の
刊
記
の
前
に
「
稽
古
精
舎
蔵
版
」

と
あ
り
、
続
い
て
『
紀
事
集
覧
』
の
広
告
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
（
1
）
と
違
っ
て
「
四
冊
」
と
あ
る
。

【
新
た
な
欠
刻
・
キ
レ
】
調
査
範
囲
で
は
（
1
）
と
同
じ
で
、新
た
に
生
じ
た
文
字
の
欠
刻
や
罫
線
の
キ
レ
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

十
四
ウ
六
「
愧
」
の
左
の
罫
線
部
分
が
（
1
）
は
ほ
ぼ
真
直
ぐ
だ
が
、（
2
）
は
「
逆
く
の
字
」
型
に
右
に
歪
む
。
な
お
、
刊
記
の
「
伊

勢
津
竪
町
」
の
「
津
」
の
旁
の
二
画
目
に
欠
刻
が
生
じ
て
お
り
、
こ
れ
は
こ
の
後
の
「
小
品
堂
蔵
版
」
と
あ
る
本
も
同
じ
で
あ
る
。

【
考
察
】
刊
行
年
か
ら
も
（
1
）
の
後
印
本
。
山
形
屋
を
書
林
や
書
肆
で
な
く
「
製
本
所
」
と
し
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
事
情
な
の
か
。

「
稽
古
精
舎
」と
山
形
屋
と
の
関
係
が
確
認
で
き
な
い
。
見
返
し
の
蔵
版
者
名
が「
陽
華
書
房
」か
ら「
稽
古
精
舎
」に
変
わ
っ
た
事
情
、

ま
た
京
都
、
大
阪
の
三
書
肆
が
消
え
て
津
の
山
形
屋
の
み
に
な
っ
た
事
情
も
未
詳
。
見
返
し
で
著
者
を
津
阪
東
陽
と
し
た
こ
と
と
関
係

が
あ
る
の
か
も
し
れ
ぬ
。「
東
陽
津
阪
先
生
著
」
は
（
3
）
以
降
は
消
え
る
の
で
、
に
わ
か
に
津
阪
東
陽
が
本
書
の
著
者
だ
と
は
し
が

た
い
の
で
は
な
い
か
。『
紀
事
集
覧
』
の
冊
数
「
四
冊
」
は
こ
の
後
そ
の
ま
ま
続
く
。
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（
3
）
文
政
九
年
小
品
堂
蔵
版
Ａ

【
表
紙
】
黄
色
。
250
×
172
ミ
リ
。

【
見
返
し
】
地
紙
、
白
色
。（
2
）
と
同
じ
竜
の
飾
り
模
様
に
囲
ま
れ
て
、
無
罫
で
中
央
に
「﹇
習
文
／
階
梯
﹈
訳
準
笑
話
」
と
あ
る
。

そ
の
文
字
は
（
2
）
と
同
じ
。（
2
）
の
板
木
か
ら
「
東
陽
津
阪
先
生
著
」「
稽
古
精
舎
鐫
蔵
」
を
削
除
し
て
い
る
。
竜
の
よ
う
な
模
様

の
左
側
部
分
の
上
か
ら
7
セ
ン
チ
の
部
分
か
ら
5
ミ
リ
強
欠
け
て
い
る
。
蔵
版
元
の
記
載
や
印
は
な
い
。

【
奥
付
】
刊
記
、
広
告
も
（
2
）
と
同
じ
で
あ
り
同
一
の
版
木
で
あ
る
が
、「
稽
古
精
舎
蔵
版
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
小
品
堂
蔵
版
」
に

改
め
ら
れ
て
い
る
。

【
新
た
な
欠
刻
・
キ
レ
】
新
た
に
生
じ
た
文
字
の
欠
刻
は
、
序
一
ウ
八
「
則
」
の
左
に
付
さ
れ
た
返
り
点
「
一
」、
廿
九
ウ
一
「
大
」
の

二
画
目
。

　

罫
線
の
キ
レ
で
は
、
一
ウ
四
「
曲
」
の
右
、
一
ウ
九
「
之
」
の
左
、
四
オ
一
「
奴
窃
」
の
左
、
十
ウ
一
「
客
聞
」
の
右
、
三
十
一
オ

十
「
三
」
の
左
、
三
十
六
オ
五
「
往
」
の
左
。（
2
）
で
指
摘
し
た
十
四
ウ
六
「
愧
」
の
左
の
罫
線
部
分
は
、「
逆
く
の
字
」
型
の
下
部

分
が
欠
け
て
3
ミ
リ
ほ
ど
の
キ
レ
と
な
っ
て
い
る
。

【
考
察
】「
小
品
堂
」
は
井
上
和
雄
ほ
か
（
一
九
七
〇
）
に
記
載
が
な
く
未
詳
。
単
純
に
考
え
れ
ば
、
津
の
山
形
屋
が
何
ら
か
の
事
情
で

「
稽
古
精
舎
」
を
「
小
品
堂
」
に
改
称
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
４
）
文
政
九
年
小
品
堂
蔵
版
Ｂ

【
表
紙
】
縹
色
。
259
×
174
ミ
リ
。　

【
見
返
し
】
地
紙
、
白
色
。（「
蘭　

 

菊
／
梅　

 

竹
」
の
四
文
字
が
あ
る
。）

【
奥
付
】（
３
）
と
同
一
の
版
木
に
よ
る
も
の
で
、
刊
記
、
広
告
と
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。
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【
新
た
な
欠
刻
・
キ
レ
】
新
た
な
欠
刻
は
、
序
一
オ
一
「
話
」
の
左
に
付
さ
れ
て
い
た
返
り
点
「
一
」、
廿
四
オ
七
「
禁
」
の
九
画
目
。

　

罫
の
キ
レ
は
、
十
三
ウ
八
「
廿
四
」
の
右
、
廿
三
オ
四
「
問
之
」
の
左
、
廿
四
オ
四
「
創
曰
」
の
左
、
同
「
曰
」
の
左
、
同
オ
六
「
所

載
」
の
左
、
同
オ
八
「
土
」
の
左
、
同
ウ
一
「
破
罐
」
の
左
、
三
十
一
オ
五
「
姑
呻
」
の
左
に
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、（
１
）
で
す
で
に
キ
レ
が
あ
っ
た
が
、（
４
）
に
お
い
て
さ
ら
に
そ
れ
が
大
き
く
な
っ
た
も
の
に
、
廿
四
オ
十
「
福
」
の

右（
微
小
↓
2.5
ミ
リ
）、廿
四
ウ
三「
本
属
」の
左（
2.5
ミ
リ
↓
９
ミ
リ
。
た
だ
し
左
振
り
仮
名「
ノ
」の
左
に
は
罫
線
が
残
っ
て
い
る
。）、

三
十
一
ウ
八
「
壮
」
の
左
（
１
ミ
リ
↓
３
ミ
リ
）
が
あ
る
。
ま
た
十
四
ウ
六
の
「
愧
」
の
キ
レ
は
７
ミ
リ
ほ
ど
に
拡
大
し
た
。

【
考
察
】表
紙
は
元
表
紙
だ
が
、見
返
し
の
紙
は
当
初
か
ら
の
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
。
そ
こ
に
書
か
れ
た
四
文
字
は
大
ぶ
り
の
楷
書
で
、

手
書
き
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
奥
付
の
「
小
品
堂
」
と
あ
る
右
側
に
は
墨
の
汚
れ
が
あ
る
が
、
あ
る
い
は
「
小
品
堂
蔵
版
」
と
埋
め
木
を

し
た
た
め
の
汚
れ
か
。
な
お
、
本
書
の
版
面
は
諸
本
に
比
し
て
悪
く
、
墨
付
き
に
ム
ラ
の
目
立
つ
丁
が
多
い
。

※　

今
野
真
二
氏
蔵
本
に
よ
る
。

（
5
）
文
政
九
年
小
品
堂
蔵
版
Ｃ

【
表
紙
】
薄
浅
葱
色
。
257
×
178
ミ
リ
。

【
見
返
し
】
地
紙
、
白
色
。
単
枠
有
罫
三
行
で
「﹇
初
学
習
文
階
梯
／
正
続
合
二
百
則
﹈／
訳
準
笑
話
／
小
品
堂
蔵
版
」
と
あ
る
。（
1
）

と
同
板
で
「
陽
華
書
房
鐫
蔵
」
を
「
小
品
堂
蔵
版
」
と
改
め
た
も
の
。
蔵
版
元
の
印
は
な
い
。

【
奥
付
】（
3
）
と
同
一
の
版
木
に
よ
る
も
の
で
、
刊
記
、
広
告
と
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。

【
新
た
な
欠
刻
・
キ
レ
】
新
た
な
欠
刻
は
、
廿
六
ウ
二
「
亦
」
の
四
画
目
、
同
ウ
三
の
「
不
」
の
三
画
目
。

　

罫
の
キ
レ
は
、
十
一
ウ
二
2
字
目
「
曰
」
の
左
。
廿
四
オ
六
「
所
載
」
の
左
は
（
４
）
で
は
1.5
ミ
リ
の
キ
レ
で
あ
っ
た
が
、（
５
）

以
降
は
３
ミ
リ
と
な
り
、
廿
四
ウ
三
「
本
属
」
の
左
は
10
ミ
リ
に
拡
大
し
て
い
る
。
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※　

東
京
都
立
中
央
図
書
館
桑
木
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。

（
6
）
文
政
九
年
小
品
堂
蔵
版
Ｄ

【
表
紙
】
朱
色
。
260
×
176
ミ
リ
。

【
見
返
し
】（
5
）
と
同
じ
様
式
、
内
容
で
、
同
板
で
あ
る
。

【
奥
付
】（
3
）
と
同
じ
形
式
、
内
容
で
同
板
で
あ
る
。

【
新
た
な
欠
刻
・
キ
レ
】（
5
）
ま
で
と
の
最
た
る
違
い
は
、
四
十
オ
（
書
目
）
の
縦
の
匡
郭
の
中
央
部
分
に
欠
刻
が
三
箇
所
、
5
ミ
リ
、

1
セ
ン
チ
の
間
隔
で
生
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、三
十
八
ウ
十
「
人
」
の
一
画
目
は
（
３
）
以
降
に
兆
候
が
あ
る
が
、こ
こ
に
至
っ

て
明
確
な
キ
レ
と
な
っ
て
い
る
。
十
六
オ
三
「
一
」
の
右
の
キ
レ
は
当
初
か
ら
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
3
ミ
リ
に
拡
大
し
た
。

※　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。

（
7
）
篠
田
伊
十
郎
版

【
表
紙
】
薄
縹
色
。
256
×
178
ミ
リ
。

【
見
返
し
】
地
紙
、
白
色
。（
3
）
と
同
一
。
模
様
の
欠
刻
も
同
一
。

【
奥
付
】「
弘
所
」
と
し
て
「
京
都　

風
月
荘
左
エ
門
／
江
戸　

岡
田
屋
嘉
七
／
大
阪　

秋
田
屋
太
右
エ
門
／
同　

河
内
屋
茂
兵
衛
／
伊

勢
津　

篠
田
伊
十
郎
」
と
あ
る
。
刊
年
の
記
載
や
書
冊
の
広
告
は
な
い
。

【
新
た
な
欠
刻
・
キ
レ
】
新
た
に
、
十
三
ウ
八
「
孝
」
の
三
画
目
に
欠
刻
が
あ
る
。
ま
た
、
四
十
オ
（
書
目
）
の
縦
の
匡
郭
に
は
下
方

に
4
ミ
リ
の
欠
刻
が
生
じ
て
い
る
。

　

な
お
、
十
ウ
二
の
「
目
」
の
字
は
（
4
）（
5
）（
6
）
で
は
三
画
目
に
ひ
び
割
れ
の
よ
う
な
崩
れ
が
見
え
て
い
る
が
、
こ
の
（
7
）
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で
は
欠
刻
と
な
っ
て
い
る
。

【
考
察
】（
5
）
か
ら
（
7
）
で
は
新
た
な
欠
刻
や
キ
レ
は
多
く
な
い
か
ら
、
あ
る
い
は
近
似
し
た
時
間
内
で
刷
ら
れ
た
か
。
こ
の
奥
付

の
五
書
肆
は
こ
こ
で
初
め
て
出
現
し
、「
大
阪　

秋
田
屋
太
右
エ
門
」
が
（
12
）
に
出
現
す
る
の
を
除
き
、
他
に
は
出
て
こ
な
い
。
こ

れ
ま
で
の
諸
本
と
の
関
連
は
未
詳
。
篠
田
伊
十
郎
は
同
郷
の
谷
川
士
清
の
大
著
『
和
訓
栞
』
の
文
政
十
三
年
、
文
久
二
年
の
奥
付
に
名

を
出
す（

4
）。
ま
た
明
治
二
十
年
刊
の
『
蘭
玉
叢
話
』（
三
重
県
・
山
本
裕
）
の
発
兌
人
「
篠
田
伊
十
郎
」
と
同
一
人
物
で
あ
れ
ば
、
こ

の
（
7
）
が
刷
ら
れ
た
時
期
は
幕
末
明
治
ま
で
さ
が
る
可
能
性
は
あ
る
。

※　

津
市
津
図
書
館
橋
本
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。

（
8
）
文
政
九
年
陽
華
書
房
蔵
版

【
表
紙
】
薄
縹
色
。
257
×
176
ミ
リ
。

【
見
返
し
】
地
紙
、白
色
。（
1
）
と
同
じ
位
置
に
無
罫
三
行
で
「﹇
初
学
習
文
階
梯
／
正
続
合
二
百
則
﹈
／
訳
準
笑
話
／
陽
華
書
房
鐫
蔵
」

と
あ
る
。「
陽
華
書
房
鐫
蔵
」
の
末
尾
一
字
に
か
か
っ
て
長
形
朱
印
「
洞
津
陽
／
華
蔵
版
」
の
蔵
版
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

【
奥
付
】「
小
品
堂
蔵
版
」。
刊
記
、
広
告
と
も
（
3
）
と
同
一
。

【
新
た
な
欠
刻
・
キ
レ
】（
7
）
と
同
じ
で
、
新
た
な
も
の
は
な
い
。

【
考
察
】
欠
刻
や
キ
レ
の
状
態
か
ら
は
（
8
）
は
（
7
）
と
同
一
の
刷
と
思
わ
れ
る
が
、
見
返
し
、
奥
付
け
が
違
う
の
で
別
の
種
類
と

し
た
。

　

こ
の
見
返
し
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。
な
ぜ
見
返
し
と
奥
付
と
で
「
陽
華
書
房
」「
小
品
堂
版
」
と
違
う
の
か
。
見
返
し
、
奧
付

け
は
そ
の
様
相
か
ら
（
1
）
と
同
板
で
そ
の
匡
郭
枠
罫
を
削
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、（
1
）
の
見
返
し
は

（
4
）
の
小
品
堂
に
受
け
継
が
れ
た
の
に
、
な
ぜ
ま
た
こ
こ
で
（
1
）
と
同
じ
陽
華
書
房
に
戻
る
の
か
。
ま
た
（
1
）
に
は
な
い
蔵
版
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印
が
押
さ
れ
て
い
る
の
は
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
か
。
さ
ら
に
、
欠
刻
や
キ
レ
の
状
況
か
ら
刷
り
の
順
序
の
推
定
は
正
し
い
と
い
う
前
提

で
考
え
る
と
、
匡
郭
を
削
っ
た
と
す
れ
ば
（
9
）
以
下
で
ま
た
匡
郭
の
あ
る
見
返
し
に
戻
る
の
は
ど
う
説
明
す
る
か
。
例
え
ば
次
の
よ

う
な
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
陽
華
書
房
が
増
刷
を
し
よ
う
と
し
た
が
何
ら
か
の
事
情
で
（
5
）
の
見
返
し
が
使
え
な
い
た
め
に

陽
華
書
房
は
被
せ
彫
り
で
（
8
）
の
見
返
し
を
作
り
、
蔵
版
印
も
付
し
た
、
そ
し
て
こ
の
見
返
し
は
何
ら
か
の
事
情
で
再
び
使
わ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
匡
郭
の
あ
る
見
返
し
の
ほ
う
は
小
品
堂
に
よ
っ
て
そ
の
後
も
（
9
）
な
ど
に
見
る
よ
う
に
使
わ
れ
た
。

　
（
8
）
の
見
返
し
を
被
せ
彫
り
で
は
な
い
か
と
考
え
て
精
査
す
る
と
、（
1
）
と
は
次
の
よ
う
な
違
い
が
、
極
め
て
微
妙
で
あ
る
が
指

摘
で
き
る
。（
8
）
は
「
初
」
の
偏
の
三
画
目
が
や
や
長
い
。「
文
」
の
二
画
目
と
四
画
目
が
つ
い
て
い
る
。「
續
」
の
旁
の
「
貝
」
の

部
分
の
左
払
い
が
や
や
長
い
。「
準
」
の
一
画
目
、
二
画
目
が
や
や
丸
い
。「
笑
」
の
九
画
目
の
入
筆
の
形
状
が
違
う
。「
陽
」
の
旁
の

二
画
目
が
や
や
丸
い
。「
華
」
の
六
画
目
が
や
や
長
い
。「
蔵
」
の
終
画
の
点
が
や
や
小
さ
い
。
そ
の
他
、
い
ず
れ
も
微
細
な
違
い
で
は

あ
る
が
指
摘
で
き
そ
う
で
は
あ
る
。
こ
の
異
同
は
墨
付
き
の
関
係
か
も
し
れ
な
い
と
も
思
う
ほ
ど
酷
似
し
て
い
る
の
で
、
被
せ
彫
り
の

見
返
し
で
あ
る
か
ど
う
か
は
同
種
の
刷
の
本
を
披
見
し
て
な
お
考
え
た
い
。

（
9
）
文
政
九
年
小
品
堂
蔵
版
Ｅ

【
表
紙
】
黄
色
。
230
×
158
ミ
リ
。

【
見
返
し
】
地
紙
、紅
色
。（
5
）
と
同
じ
く
、単
枠
有
罫
三
行
で
「﹇
初
学
習
文
階
梯
／
正
続
合
二
百
則
﹈／
訳
準
笑
話
／
小
品
堂
蔵
版
」

と
あ
る
。
蔵
版
元
の
印
は
な
い
。

【
奥
付
】「
小
品
堂
蔵
版
」、
広
告
文
・
刊
記
と
も
（
3
）
と
同
一
。

【
新
た
な
欠
刻
・
キ
レ
】
新
た
な
欠
刻
は
序
二
ウ
八
の
落
款
（
陽
刻
）「
痴
叟
」
の
「
叟
」
の
最
終
画
末
尾
、
十
二
ウ
七
「
曰
」
の
二
画

目
、
十
六
ウ
一
「

」
の
四
・
七
画
目
。
三
十
六
ウ
三
「
曰
」
の
右
の
読
点
の
一
部
分
。
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キ
レ
等
は
、十
二
オ
一
「
何
」
の
右
の
匡
郭
（
三
角
状
の
キ
ズ
）、十
二
ウ
三
「
留
」
の
左
、十
三
オ
八
「
婦
」
の
左
、廿
オ
七
「
曰
」

の
左
、
廿
二
ウ
七
「
得
」
の
右
、
廿
六
ウ
六
「
下
」
の
左
、
三
十
六
オ
五
「
惰
」
の
右
。
十
三
オ
七
「
以
聴
」
の
左
に
は
2
ミ
リ
の
キ

レ
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
こ
れ
以
前
の
諸
本
は
極
め
て
微
細
な
キ
レ
。
四
十
オ
の
縦
の
匡
郭
中
央
部
分
に
は
す
で
に
三
箇
所
の
キ
レ
が

あ
っ
た
が
、（
9
）
で
は
も
う
一
箇
所
キ
レ
が
生
じ
、
四
箇
所
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
縦
匡
郭
に
は
下
方
部
の
キ
レ
と
あ
わ
せ
て

都
合
五
箇
所
の
キ
レ
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

【
考
察
】
こ
れ
以
降
は
半
紙
本
と
な
る
。
匡
郭
の
寸
法
か
ら
み
る
と
（
1
）
以
来
の
大
本
の
上
部
を
切
っ
た
も
の
。（
8
）
で
述
べ
た
よ

う
に
、
欠
刻
や
罫
線
の
キ
レ
の
状
況
か
ら
は
こ
こ
に
述
べ
て
い
る
刷
り
の
後
先
の
順
序
は
揺
る
が
な
い
と
考
え
る
が
、
見
返
し
に
関
し

て
は
（
8
）（
9
）
の
連
続
性
に
疑
問
が
あ
る
。

（
10
）
文
政
九
年
文
光
堂
蔵
版
Ａ

【
表
紙
】
薄
茶
色
。
228
×
160
ミ
リ
。

【
見
返
し
】
地
紙
、
青
緑
色
。
単
枠
有
罫
三
行
で
「﹇
初
学
習
文
階
梯
／
正
続
合
二
百
則
﹈／
訳
準
笑
話
／
文
光
堂
蔵
版
」
と
あ
る
。
蔵

版
元
の
印
は
な
い
。

【
奥
付
】「
文
光
堂
蔵
版
」、
広
告
文
は
（
2
）
と
同
一
。
刊
記
の
刊
年
は
従
前
だ
が
「
尾
張
書
肆
／
名
古
屋
本
町
通
十
一
丁
目
／
梶
田

勘
助
﹇
求
／
板
﹈」
と
あ
る
。

【
新
た
な
欠
刻
・
キ
レ
】
欠
刻
は
、
三
十
二
オ
一
「
殆
」
の
偏
の
三
画
目
（
払
い
が
欠
）
及
び
旁
の
終
画
、
三
十
二
オ
一
「
欲
」
の
旁

の
二
画
目
及
び
三
画
目
（
払
い
が
欠
）、
三
十
四
ウ
五
「
大
」
の
一
画
目
、
三
十
四
ウ
六
「
佞
」
の
旁
の
二
画
目
、
三
十
六
オ
四
「
語
」

の
偏
の
六
・
七
画
目
。

　

キ
レ
は
、
序
二
オ
右
匡
郭
（「
機
警
」
の
右
）
三
箇
所
、
廿
三
オ
七
「
可
」
の
右
、
廿
三
オ
七
「
可
写
」
の
左
、
廿
三
ウ
三
「
吾
聞
」
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の
左
、
廿
三
ウ
三
「
無
妨
」
の
左
、
廿
八
ウ
一
「
隣
」
の
左
。
十
一
ウ
十
「
間
庶
」
の
右
に
は
（
３
）
以
来
微
細
な
ヒ
ビ
が
で
き
て
い

た
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
２
ミ
リ
の
キ
レ
と
な
っ
た
。
三
十
五
オ
の
右
匡
郭
の
下
か
ら
1
セ
ン
チ
に
あ
る
4
ミ
リ
程
度
の
キ
レ
は
（
1
）

か
ら
あ
る
が
、
加
え
て
下
か
ら
6
セ
ン
チ
の
位
置
に
新
た
に
8
ミ
リ
の
キ
レ
が
で
き
て
い
る
。

【
考
察
】
奥
付
「
文
光
堂
蔵
版
」
の
「
堂
蔵
版
」
の
右
と
「
堂
蔵
」
の
左
に
墨
の
汚
れ
が
見
ら
れ
る
が
、こ
れ
は
埋
め
木
に
よ
る
も
の
か
。

「
文
光
堂
」
は
井
上
和
雄
ほ
か
（
一
九
七
〇
）
に
は
見
え
ず
未
詳
。
題
箋
の
料
紙
の
地
色
は
他
と
違
っ
て
縹
色
で
あ
る
。
同
板
で
の
色

違
い
と
思
わ
れ
る
。

（
11
）
文
政
九
年
文
光
堂
蔵
版
Ｂ

【
表
紙
】
黄
色
。
228
×
157
ミ
リ
。

【
見
返
し
】(

10
）
と
同
じ
。
蔵
版
元
の
印
は
な
い
。

【
奥
付
】（
10
）
と
同
一
。

【
新
た
な
欠
刻
・
キ
レ
】
新
た
に
認
め
ら
れ
る
キ
レ
は
、
二
オ
十
「
後
」
の
左
、
十
ウ
八
「
婦
」
の
左
、
廿
四
ウ
一
「
火
視
」
の
左
。

ま
た
十
六
ウ
五
最
終
字
の
「
曰
」
の
左
は
下
匡
郭
か
ら
5
ミ
リ
の
位
置
よ
り
上
に
キ
レ
が
生
じ
て
い
る
。

【
考
察
】（
10
）
と
同
時
期
の
刷
り
か
と
思
わ
れ
る
が
、
右
に
指
摘
し
た
よ
う
に
複
数
個
所
に
新
た
な
キ
レ
が
認
め
ら
れ
る
。

（
12
）
東
京
版

【
表
紙
】
黒
紫
色
。
233
×
158
ミ
リ
。

【
見
返
し
】
地
紙
、
紅
色
。（
3
）
と
同
じ
無
罫
飾
り
模
様
で
、
中
央
に
「﹇
習
文
／
階
梯
﹈
訳
準
笑
話
」
と
あ
る
。
飾
り
模
様
の
左
側

部
分
の
欠
刻
の
状
態
も
（
3
）
に
同
じ
。
蔵
版
元
の
印
は
な
い
。
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【
奥
付
】「
書
籍
売
弘
所
／
東
京　

須
原
屋
伊
八
／
同　

和
泉
屋
金
右
衛
門
／
西
京　

勝
村
治
右
衛
門
／
同　

北
村
四
郎
兵
衛
／
大
坂　

河
内
屋
喜
兵
衛
／
同　

秋
田
屋
太
右
衛
門
／
名
古
屋　

永
楽
屋
東
四
郎
／
同　

秋
田
屋
源
助
／
岐
阜　

三
浦
源
助
﹇
求
／
版
﹈」。
こ
れ

ま
で
の
も
の
と
は
全
く
異
な
り
、
刊
年
や
広
告
も
な
い
。

【
新
た
な
欠
刻
・
キ
レ
】
加
え
る
べ
き
も
の
は
調
査
範
囲
で
は
見
出
せ
な
い
。

【
丁
数
】
四
十
丁
目
（
書
目
）
が
な
い
。

【
考
察
】「
東
京
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
明
治
期
の
も
の
と
考
え
る
。
版
元
は
岐
阜
の
三
浦
源
助
で
あ
ろ
う
。
三
浦
源
助
は
篠
田
伊
十
郎
ら

が
関
係
し
た『
和
訓
栞
』に
か
か
わ
る
。
見
返
し
が（
3
）と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
は
未
考
。「
書
目
」

一
丁
が
削
除
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　

以
上
、
こ
れ
ま
で
披
見
し
え
た
諸
本
に
基
づ
き
、『
訳
準
笑
話
』
の
流
布
状
況
を
見
て
き
た
。
本
稿
末
尾
に
そ
の
「
早
見
表
」
を
掲

げ
た
。
文
政
七
年
以
来
明
治
期
ま
で
、
五
十
年
ほ
ど
の
間
に
十
二
回
は
増
し
刷
り
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
書
誌
に

不
明
な
点
も
あ
り
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
に
挙
げ
た
十
二
種
類
以
外
に
新
た
に
刷
ら
れ
た
形
跡
を
示
す
本
が
あ
る
可

能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
機
会
を
見
て
な
お
調
査
を
し
た
い
。

　
【
付
記
】
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
「
東
ア
ジ
ア
の
笑
話
と
日
本
文
学
・
日
本
語
と
の
関
連
に
関
す
る
研
究
」（
研
究
代
表
者
島
田

大
助
・
課
題
番
号24520244

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注（
1
） 

武
藤
禎
夫
（
一
九
七
九
）
の
解
題
、
及
び
竹
内
肇
（
一
九
九
八
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
長
澤
規
矩
也
（
一
九
六
九
）
に
基
本
的
な
書
誌
情
報
は
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述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
三
重
の
風
土
と
文
学　

―
展
示
資
料
目
録
―
』（
三
重
大
学
附
属
図
書
館
・
二
〇
一
三
）
の
『
訳
準
笑
話
』
の
解
説
（
吉
丸

雄
哉
執
筆
）
に
も
若
干
書
誌
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、『
噺
本
大
系
』
第
二
十
巻
所
収
の
影
印
は
、
見
返
し
、
奥
付
は
「
文
政
七
年
」
版
の
も
の
で
あ
る
が
、
序
・
本
文
・
書
目
は
内
部
徴
証
か

ら
そ
れ
と
は
違
い
、
本
稿
で
い
う
（
５
）
小
品
堂
蔵
版
Ｃ
と
同
一
か
、
そ
れ
に
近
似
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

（
２
） 
こ
の
ほ
か
に
『
用
字
格
』『
訳
文
須
知
』
な
ど
「
講
解
文
語
」
十
三
種
、『
初
学
文
談
』『
文
章
披
雲
』
な
ど
「
作
文
法
程
」
八
種
（
実
際
に
は
七
種
）、

『
習
文
録
』『
尺
牘
式
』
な
ど
「
肄
習
文
章
」
三
種
の
書
名
を
挙
げ
る
。
こ
の
書
目
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
。

（
3
） 

文
政
八
年
刊
の
『
孝
経
発
揮
』
に
は
鉛
屋
安
兵
衛
（
筆
頭
）、
柏
原
屋
清
右
兵
衛
、
山
形
屋
伝
右
衛
門
（
末
尾
）
の
書
肆
名
が
あ
る
。
こ
の
本
に

は
文
政
六
年
の
「
津
藩
国
校
督
学
兼
侍
講
津
阪
孝
綽
」
の
序
文
が
あ
り
、
見
返
し
に
は
「
有
造
館
蔵
版
」（
有
造
館
は
藩
校
）
と
あ
る
。

（
4
） 

『
和
訓
栞
』「
於
の
部
」
の
後
に
あ
る
文
政
十
三
年
の
奥
付
に
は
須
原
屋
茂
兵
衛
を
筆
頭
に
、
風
月
荘
左
衛
門
を
含
む
五
書
肆
が
名
を
連
ね
る
が
、

篠
田
伊
十
郎
は
そ
の
末
尾
に
あ
る
。
ま
た
文
久
二
年
の
奥
付
に
は
十
三
書
肆
の
名
が
あ
り
、
須
原
屋
茂
兵
衛
を
筆
頭
に
岡
田
屋
嘉
七
、
河
内
屋
茂

兵
衛
な
ど
東
都
、
大
坂
の
書
肆
の
間
に
「
洞
津　

篠
田
伊
十
郎
」
の
名
が
あ
る
。
同
郷
の
士
の
著
作
を
多
く
出
版
し
た
、
津
で
は
力
の
あ
る
書
肆

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

参
考
文
献

荒
尾
禎
秀
（
二
〇
〇
八
）「
和
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『
笑
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の
書
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と
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本
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狂
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―
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〇
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崎
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支
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文
学
史
』
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九
六
七
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清
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堂
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井
上
和
雄
ほ
か
（
一
九
七
〇
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書
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尾
書
店
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九
一
六
版
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版
）

川
上
陽
介
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九
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九
）「『
笑
府
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種
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（
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）」『
國
語
國
文
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第
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八
巻
第
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号
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肇
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）「
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笑
話
管
窺
」『
茨
女
国
文
』
第
十
号
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肇
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九
）「
譯
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笑
話
管
窺
補
考
」『
茨
女
国
文
』
第
十
一
号

長
澤
規
矩
也
（
一
九
六
九
）「
初
印
本
と
後
印
本
」『
書
誌
學
』
復
刊
第
十
六
号
（『
長
澤
規
矩
也
著
作
集　

第
四
巻
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所
収　

一
九
八
三
に
よ
る
）

武
藤
禎
夫
（
一
九
七
九
）『
噺
本
大
系
』
第
二
十
巻
所
収
『
訳
準
笑
話
』・
所
収
書
目
解
題　

東
京
堂
出
版

森
銑
三
（
一
九
九
四
）『
森
銑
三
著
作
集　

続
編
』
第
十
一
巻
所
収
「
落
葉
籠
」
八
十
伝
承
笑
話　

中
央
公
論
社
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【 

早　

見　

表 

】

（　

諸　

本　

）

（
１
）（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）（
８
）

（
９
）

（
10
）

（
11
）（
12
）

十
四
ウ
二
「
也
」
の
三
画
目

　

欠

欠

欠

欠

欠

　

欠

欠

欠

　

欠

三
十
三
オ
九
「
開
」
の
右

　

キ
レ

キ
レ

キ
レ

キ
レ

キ
レ

　

キ
レ

キ
レ

キ
レ

　

キ
レ

序
一
ウ
八
「
則
」
の
返
り
点

　

×

欠

欠

欠

欠

　

欠

欠

欠

　

欠

三
十
一
オ
十
「
三
」
の
左

　

×

キ
レ

キ
レ

キ
レ

キ
レ

　

キ
レ

キ
レ

キ
レ

　

キ
レ

二
十
四
オ
七
「
禁
」
の
九
画
目

　

×

×

欠

欠

欠

　

欠

欠

欠

　

欠

十
三
ウ
八
「
廿
四
」
の
右

　

×

×

キ
レ

キ
レ

キ
レ

　

キ
レ

キ
レ
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」
は
文
字
の
欠
刻
が
あ
る
、「
キ
レ
」
は
罫
線
の
キ
レ
が
あ
る
、
×
は
そ
れ
ら
が
な
い
こ
と
を
示
す
。）

（
a
）
の
「
キ
レ
」
は
３
㎜
。（「
△
」
に
は
１
・
５
㎜
の
キ
レ
が
あ
る
。）

（
b
）
の
「
キ
レ
」
の
数
字
は
キ
レ
の
箇
所
の
数
。
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『訳準笑話』の書誌と諸本

A Bibliographical Study of “yakujun showa”（訳準笑話）

ARAO Yoshihide

Abstract　It is suggested that in the Edo period, collections of humorous stories 

written in Chinese characters (kanbun) were used not only as reading materials, but 

also for the purpose of learning Chinese vocabulary.

　  In order to provide support for this idea, this paper examines the extent to which 

the type of kanbun writing known as “yakujun showa”（訳準笑話：）were read.

　  The results of our bibliographical survey show that in the 50―year period from 

1824 in the Edo period extending into the Meiji period there were a least 11 publica-

tions made of this type of writing.  However, this assumption is based on the number 

of printing blocks.

　  Since there are uncertain points regarding changes of publishers and information 

written inside the book covers, there is need for further research.

Key words: “yakujun showa”（訳準笑話），bibliographical study，“zatuji ruihen”（雑
字類編）


